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鳥取県湯梨浜町の就職氷河期世代支援の取組

○ 令和３年度より雇用促進奨励金に就職氷河期世

代の枠を設け支援。町として周知を図ると伴にハ

ローワークや商工会議所を通じても周知を行う

○ 町としても就職氷河期世代も対象とした職員採用

試験を令和４年度から実施
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就職氷河期世代の就職・雇用支援

○ 生活困窮者自立相談支援事業の令和４年度相談

件数は37件と前年度の54件より減少したものの、

依然としてコロナ過前の件数を大幅に上回っている

○ 新型コロナウイルス雇用安定支援金の受付状況

からも、企業への影響が続いていることが鮮明

新型コロナウイルス感染症の影響

■対象となる正規労働者

町内に住所を有する

▼就職氷河期世代（昭和45年４月２日から昭
和60 年４月１日までの間に生まれた人）

▼シニア世代（55 歳以上の人）

▼子育て世代の女性（18 歳までの子どもがい
る女性）

▼移住定住者（県外に１年以上居住していた
人）

■対象事業者

①町内に事業所を有すること

②雇用保険法の適用事業の事業者であること

③雇用促進計画を町に認定された日から６カ
月以上継続雇用していること など

■奨励金の額

１人につき20 万円を事業者に交付

雇用促進奨励金～制度概要～



鳥取県湯梨浜町の就職氷河期世代支援の取組

○ 町社会福祉協議会に委託している相談窓口「暮らしサポートセンターゆりはま」において、ひきこもりも

含めたワンストップの相談窓口を設置

○ 制度の狭間にありながら支援が必要な方を支援すべく、多数の機関がチームとして協働して支援
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生活困窮・ひきこもり等への相談体制

・課題が複雑化・複合化した事例等に関して、関係者や

関係機関の役割を整理、支援の方向性を示す

・どこに相談していいかわからない人に対しての、相談

支援を実施

包括的相談支援事業 アウトリーチ等を通じた継続的支援事業

多機関協働事業

相談者の発見や情報提供

・地域住民

・各種会議からの情報

・支援関係機関

・他分野の連携機関

重層的支援会議

参加支援事業

・プランの適切性

の協議

・プランの共有

・プランの終結時

等の評価

・社会資源の充足

状況の把握と開

発に向けた検討

・本人のニーズを丁寧にアセスメントしたうえで、社会とのつな

がりを作るための支援を行う。

・狭間のニーズへの対応・・・就労支援等

・必要な支援に結びついていない者に対し、家庭訪問や面談、

同行支援、電話やメール等による働きかけを行い、それらの

者と信頼関係を構築しながら必要な支援を届ける

複雑化・複合化した事例地域づくり支援

湯梨浜町重層的支援体制整備事業

・地域子育て支援拠点

・生活支援体制整備事業

・地域介護予防活動支援

事業

・地域活動支援センター

事業

・共助の基盤づくり事業

(R6～実施予定)

相談の受けとめ

・地域包括支援センター

・基幹相談支援センター(障がい)

・利用者支援事業(子育て)

・生活困窮者自立相談支援事業


	（表紙）【資料６】宮脇議員提出資料
	宮脇正道提出資料
	スライド番号 1
	スライド番号 2


